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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月11日(2017.9.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子透かしが埋め込まれた印刷物が撮像装置により撮影されることで得られた画像を入
力する入力手段と、
　前記印刷物の撮影時における前記撮像装置の前記印刷物に対する移動方向に関する情報
を取得する取得手段と、
　前記取得手段により取得された情報と、前記入力手段により入力された画像の一部の領
域における周波数特性に基づいて、当該一部の領域に埋め込まれた電子透かしに対応する
符号を決定する決定手段とを有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記入力手段は、前記印刷物における異なる複数の領域が連続撮影されることで得られ
た複数の画像を入力し、前記決定手段は、当該複数の画像のそれぞれにおける一部の領域
に対応する符号を決定することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記取得手段は、前記撮像装置が備えるセンサによる検知結果に基づく、前記撮像装置
の移動方向に関する情報を取得することを特徴とする請求項１又は２に記載の画像処理装
置。
【請求項４】
　前記決定手段は、前記一部の領域が所定の周波数より高い周波数成分を含む場合、当該
周波数成分に基づく符号を決定し、当該一部の領域が当該所定の周波数よりも高い周波数
成分を含まない場合、前記取得手段により取得された情報に基づく符号を決定することを
特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記電子透かしが埋め込まれる画像の高周波成分を変調させることにより、前記電子透
かしとして情報が前記印刷物に埋め込まれていることを特徴とする請求項１乃至４のいず
れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記電子透かしとして第１の符号が埋め込まれる場合、画像の二次元の周波数領域にお
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ける第１の方向の高周波成分が変調され、前記電子透かしとして第２の符号が埋め込まれ
る場合、前記周波数領域における第２の方向の高周波成分が変調されることを特徴とする
請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記決定手段は、
　　前記入力手段により入力された画像の一部の領域に含まれる高周波成分が前記第１の
方向において変調されている場合、当該一部の領域に埋め込まれた電子透かしに対応する
符号として前記第１の符号を決定し、当該一部の領域において前記第２の方向の周波数成
分が変調されている場合、前記第２の符号を決定し、
　　前記一部の領域において、前記第１の方向に対応する高周波成分が含まれておらず、
且つ、前記第２の方向に対応する高周波成分が変調されておらず、且つ、前記取得手段に
より取得された情報により前記撮像装置の移動方向として前記第１の方向に対応する第１
の移動方向が特定された場合、前記第１の符号を決定し、
　　前記一部の領域において、前記第２の方向に対応する高周波成分が含まれておらず、
且つ、前記第１の方向に対応する高周波成分が変調されておらず、且つ、前記取得手段に
より取得された情報により前記撮像装置の移動方向として前記第２の方向に対応する第２
の移動方向が特定された場合、前記第２の符号を決定することを特徴とする請求項６に記
載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記入力手段により入力された画像に含まれる前記印刷物と前記撮像装置により撮影さ
れた画像との間の幾何学的ずれを検出する検出手段をさらに有することを特徴とする請求
項１乃至７のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記決定手段は、前記検出手段により検出される幾何学的なずれと前記撮像装置に内蔵
され前記撮像装置の動きを検出するセンサからの情報とに基づいて、前記入力手段により
入力された画像の前記周波数特性がどのように変化するかを予測し、当該予測に基づいて
前記符号を決定することを特徴とする請求項８に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記決定手段は、周波数特性に基づくフィルタを前記入力手段により入力された画像に
対して適用することにより前記周波数特性を取得することを特徴とする請求項１乃至９の
いずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記取得手段は、前記画像のぶれに関する情報を取得することを特徴とする請求項１乃
至１０のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　前記決定手段は、前記取得手段により取得された情報と、前記周波数特性と、さらに前
記撮像装置の撮影条件とに基づいて、前記符号を決定することを特徴とする請求項１乃至
１１のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　前記決定手段は、特定の帯域ごとのパワーに関連した情報を前記周波数特性として、当
該情報に基づいて前記符号を決定することを特徴とする請求項１乃至１２のいずれか１項
に記載の画像処理装置。
【請求項１４】
　前記情報は、前記特定の帯域ごとのパワーの偏り度合いに関連した情報であることを特
徴とする請求項１３に記載の画像処理装置。
【請求項１５】
　前記情報は、前記特定の帯域ごとのパワーの減衰度合いに関連した情報であることを特
徴とする請求項１３に記載の画像処理装置。
【請求項１６】
　前記撮像装置を内蔵することを特徴とする請求項１乃至１５のいずれか１項に記載の画
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像処理装置。
【請求項１７】
　請求項１乃至１６のいずれか１項に記載の画像処理装置の各手段としてコンピュータを
機能させるプログラム。
【請求項１８】
　電子透かしが埋め込まれた印刷物が撮像装置により撮影されることで得られた画像を入
力する入力工程と、
　前記印刷物の撮影時における前記撮像装置の前記印刷物に対する移動方向に関する情報
を取得する取得工程と、
　前記取得工程において取得された情報と、前記入力工程において入力された画像の一部
の領域における周波数特性に基づいて、当該一部の領域に埋め込まれた電子透かしに対応
する符号を決定する決定工程とを有することを特徴とする画像処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　即ち、電子透かしが埋め込まれた印刷物が撮像装置により撮影されることで得られた画
像を入力する入力手段と、前記印刷物の撮影時における前記撮像装置の前記印刷物に対す
る移動方向に関する情報を取得する取得手段と、前記取得手段により取得された情報と、
前記入力手段により入力された画像の一部の領域における周波数特性に基づいて、当該一
部の領域に埋め込まれた電子透かしに対応する符号を決定する決定手段とを有することを
特徴とする。
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